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【目的】

当クリニック患者で、止血時間が１０分以上
と少し長いと思われる患者１８名中、動脈表
在化やバスキュラアクセスに狭窄がある患者
を除いた５名ついて、穿刺針の挿入角度の違
いでどのくらい止血時間に影響があるか比
較、検討してみた。
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【対象】

男性２名 女性３名

平均年齢 ６９歳（ ３７～８９歳）

平均透析歴 ８年（±６年）

 DM ２名 非DM ３名

穿刺針 ニプロ社製セーフティーニードル

Ａ側１７Ｇ ５名 Ｖ側１７Ｇ ５名

穿刺部位

５名全員 Ａ・Ｖ共にＡＶＦを使用





【方法】

１）まず穿刺を行う全スタッフの穿刺針の挿入
角度を調べてみた。

２）穿刺針の挿入角度２０°、３０°、４０°で
穿刺をそれぞれ６回施行し、止血時間を測
定した。 （当クリニックではＡＶ同時抜針を
施行している）



角度の調整



【結果１】
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【結果２】



挿入角度の違い











８分に短縮出来た患者

９分より短縮出来なかった患者



【考察】

穿刺の挿入角度が３０°４０°の有意差は
ないが、皮膚や血管へあたえる損傷が少な
かったことで止血時間が短縮できたと思わ
れる。

表皮と血管との間に皮下組織があるほど、
穿刺の挿入角度によって止血時間に影響
があるという傾向だった。



【まとめ】

 止血は、確実に行う必要があり、短ければ
良いとは言えないが、穿刺の挿入角度の違
いで皮膚や血管の損傷、止血時間の短縮
などを考慮し、日本透析医学会等のガイド
ラインが推奨する穿刺角度３０°が良いと思
われる。



【まとめ２】

 穿刺の角度を上げることは失敗するリスク
も高くなるが、穿刺者は勇気を持って患者
のために、穿刺技術の向上に努める必要が
ある。



演題発表に関連し、開示すべきCO I 
関係にある 企業などはありません

筆頭発表者名 ： 西連地 康
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